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文字列関数を使うと、文字列の一部を取り出す、大文字を小文字に変換する、複数のセルの文字列を結合するなどの文字
列の整形や変更ができます。

4-3 関数を使用して文字列を整形する、変更する

LEFT関数、RIGHT関数、MID関数を
使用して文字列を整形する4-3-1

練習問題

【操作 1】	LEFT 関数を使用して、セル範囲C4:C12 に、それぞれ同じ行にある会員番号の
左から 6文字分を取り出して、入会日として表示します。

【操作 2】	RIGHT関数を使用して、セル範囲D4:D12 に、それぞれ同じ行にある会員番号
の右端の 1文字を取り出して、性別として表示します。

【操作 3】	MID 関数を使用して、セル範囲 E4:E12 に、それぞれ同じ行にある会員番号の
7文字目から 4文字分を取り出して、番号として表示します。

会員番号の7文字目から
4文字分を取り出す

会員番号の右端の
1文字を取り出す

会員番号の左から	
6文字分を取り出す

機能の解説

LEFT（レフト）関数、RIGHT（ライト）関数、MID（ミッド）関数を使うと、文字列の
左、右、指定した位置から指定した文字数分の文字を取り出すことができます。どの関数
も、全角、半角を問わず、すべての文字を1文字と数えます。

●LEFT関数

書　式 LEFT( 文字列 [,文字数])

引　数
文字列：文字列または文字列を含むセル参照を指定する
文字数：�取り出す文字数（文字列の左端からの文字数）を指定する。省略時は「1」

とみなされる

戻り値 文字列の左端（先頭）から、指定された文字数分だけ取り出した文字列を返す

問題フォルダー
└問題 4-3-1.xlsx

解答フォルダー
└解答 4-3-1.xlsx

□	LEFT関数
□	文字列の左から指定した	
文字数分の文字を取り出す

□	RIGHT関数
□	文字列の右から指定した	
文字数分の文字を取り出す

□	MID関数
□	指定した位置から指定した
文字数分の文字を取り出す
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例）セルA1の文字列の左から3文字を取り出す

= LEFT(A1,3)

●RIGHT関数

書　式 RIGHT( 文字列 [,文字数])

引　数
文字列：文字列または文字列を含むセル参照を指定する
文字数：�取り出す文字数（文字列の右端からの文字数）を指定する。省略時は「1」

とみなされる

戻り値 文字列の右端（末尾）から、指定された文字数分だけ取り出した文字列を返す

例）セルA1の文字列の右から4文字を取り出す

= RIGHT(A1,4)

●MID関数

書　式 MID( 文字列 , 開始位置 , 文字数 )

引　数

文字列　：文字列または文字列を含むセル参照を指定する
開始位置：�文字列から取り出す先頭文字の位置（文字列の先頭からの文字数）を数

値で指定する
文字数　：取り出す文字数を指定する。省略はできない

戻り値 文字列の指定された開始位置から、指定された文字数の文字を取り出す

例）セルA1の文字列の4文字目から3文字分を取り出す

= MID(A1,4,3)

操作手順

【操作 1】

q	入会日を表示するセル C4 をクリックします。

w	［数式］タブの ［文字列操作］ボタンをクリックします。

e	一覧から［LEFT］をクリックします。

LEFTB、RIGHTB、MIDB
関数
文字数でなくバイト数（全角の文
字は 2 バイト、半角の文字は1バ
イトと数えます）で指定して文字
数を取り出す場合に使用します。
引数は LEFT、RIGHT、MID 関数
と同じです。
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r	LEFT 関数の［関数の引数］ダイアログボックスが表示されるので、［文字列］ボッ

クスにカーソルが表示されていることを確認し、セル A4 をクリックします。

t	［文字列］ボックスに「A4」と表示されます。

y	［文字数］ボックスをクリックし、「6」と入力します。

u	数式の結果としてセル A4 の左から 6 文字分の文字列「140405」が表示されてい

ることを確認します。

i	［OK］をクリックします。

o	数式バーに「=LEFT(A4,6)」と表示されたことを確認します。

!0 セル C4 に、セル A4 の左から 6 文字分の文字列「140405」が表示されます。

!1 セル C4 の右下のフィルハンドルをポイントします。

!2 マウスポインターの形が 	に変わったら、ダブルクリックします。

!3 セル C4 の数式がセル C5 ～ C12 にコピーされます。

【操作 2】
!4 性別を表示するセル D4 をクリックします。
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!5 ［数式］タブの  ［文字列操作］ボタンをクリックします。

!6 一覧から［RIGHT］をクリックします。

!7 RIGHT 関数の［関数の引数］ダイアログボックスが表示されるので、［文字列］ボッ

クスにカーソルが表示されていることを確認し、セル A4 をクリックします。

!8 ［文字列］ボックスに「A4」と表示されます。

!9 ［文字数］ボックスをクリックし、「1」と入力します。

@0 数式の結果としてセル A4 の右端の文字「F」が表示されていることを確認します。

@1 ［OK］をクリックします。

@2 数式バーに「=RIGHT(A4,1)」と表示されたことを確認します。

@3 セル C4 に、セル A4 の右端の文字「F」が表示されます。

@4 !1 ～ !2 の手順で、セル D4 の数式をセル D5 ～ D12 にコピーします。

文字数の指定
RIGHT 関数の引数の文字数を省
略すると、「1」とみなされます。
この例の場合、［文字数］ボック
スに何も入力しないで［OK］を
クリックし、「=RIGHT(A4)」とい
う数式を作成してもかまいませ
ん。
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【操作 3】
@5 番号を表示するセル E4 をクリックします。

@6 ［数式］タブの  ［文字列操作］ボタンをクリックします。

@7 一覧から［MID］をクリックします。

@8 MID 関数の［関数の引数］ダイアログボックスが表示されるので、［文字列］ボッ

クスにカーソルが表示されていることを確認し、セル A4 をクリックします。

@9 ［文字列］ボックスに「A4」と表示されます。

#0 ［開始位置］ボックスをクリックし、「7」と入力します。

#1 ［文字数］ボックスをクリックし、「4」と入力します。

#2 数式の結果としてセル A7 の 7 文字目から 4 文字分の文字列「0948」が表示され

ていることを確認します。

#3 ［OK］をクリックします。

#4 数式バーに「=MID(A4,7,4)」と表示されたことを確認します。

#5 セル E4 に、セル A4 の 7 文字目から 4 文字分の文字列「0948」が表示されます。

#6 !1 ～ !2 の手順で、セル E4 の数式をセル E5 ～ E12 にコピーします。








